
指標コード   

局・取  
りまと  
めセン  
ダーコ  
ード   

農林水産省  

平成17年度食品産業動向調査  

トレーサビリテイ■システムの導入・実施状況等の実態調査票  
（食 品 製 造 業 者 用）   

この調査は、農林水産省が統計報告調整法第4条第1項の規定に基づき総務大臣の承認を  

受けた承認統計として実施するものです。   

また、この調査票は秘密扱いとし、統計以外の目的に使うことはありませんので、ありの  

ままを記入してください。  

注：「氏名」及び「電話番号」については、ご回答いただいた内容について照会等が必要な場合に使用しま  
す。  

…
☆
 
 

■  

上記の「氏名」と「電話番号」について記入してください。  

☆ 上記の企業名に誤りがありましたら、正しい名称に修正してください。  

☆ 調査票の記入に当たっては、黒又は青のボールペンではっきりと記入してください。  

☆ 本調査は、牛肉以外の食品を対象にお答えください。  

☆ 調査及び調査票の記入に当たって、不明な点等がありましたら、下記「問合せ先」に   

お問合せください。  
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貴社において、支社、支店、営業所、店舗等を持つ場合は、企業全体に  
おける平成18年1月1日現在の状況や意向等についてお答えください。  

問1 平成18年1月1日現在の従業者数（常用雇用者）（注）について、該当する事項の□（＿⊥⊇）  

に ノ を記入してください。  

□10～4人  口 4 20～49人  

口 2 5～9人  口 5 50～99人  

口 3 10～19人  口 6 100人以上  

注： 常用雇用者とは、期間を定めずに雇用されている人、若しくは1か月を超える期間を  
定めて雇用されている人をいいます。  

本調査におけるトレーサビリテイ・システムとは  

製造した食品（製品）が、いつ、どこから仕入れた原材料で、いつ、どこで  
製造され、いつ、どこへ出荷したのか荷姿（ロット等）により特定できるこ  
とを本調査ではトレーサビリテイ・システムが導入されていると定義します。  

問2 平成18年1月1日現在の貴社におけるトレーサビリテイ・システムの導入状況について、該  

当する事項のlコ（」＿＿⊇）に ノ を記入してください。  

口1すべての食品（製品）に導入している  

□ 2 一部の食品（製品）に導入している  

□ 3 導入を予定している（システムの構築等に着手）  

□ 4 導入を検討している  

□ 5 導入する予定はない  

□ 6 導入するかわからない  

1～4の方［⇒問3へ  

5、6の方［⇒問9へ  

（問3～問81ま回答の  
必要はありません）  

問3 貴社が製造した食品（製品）を出荷する際に、ロットを形成するために用いる（又は用いよ  

うと考えている）単位について、該当する事項の□（すべて）に ノ を記入してください。  

（複数選択可）  

□1ロット番号  

ロ 2 製造年月日、賞味・消費年月日、出荷年月日等の日付単位  

□ 3 輸配送業者、パレット、ダンボール箱等の単位  

□ 4 その他の単位  

□ 5 特に定めていない  
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問4 トレーサビリテイ・システムで、①記録t保管している（又は記録・保管しようと考えている）   

情報の内容、②記録・保管している情報のうち、出荷先に提供している（又は提供しようと考え  

ている）情報について、①、②それぞれ該当する事項の□（宣±三）  

（①、②それぞれ複数選択可）  

にノを記入してください。  

①記録・保管  

している情報  
ち出荷先に提  
している情報  

－て  

r  

】 ］   

原材料の栽培管理情報（栽培状況、防除・施肥履歴等）   1  

原材料の生産者等（注）の名称  

材料の仕入年月日   材斗  

材料の仕入挙  

日又は賞味・消費期限  製造した食品  の製造年月  

製造した食品の製造場所   

製造した食品の品質検査情報  

製造した食品の出荷年月日  

品の出荷先名  

出荷数量  

た食品のロット番号  

輸配送情  した食品の  

その他の情報  
面㌻画1巨鯨蚕富  については生産者（農業者、畜産業者、漁業者等）又は生産者団体等む、加工食品につし  
ては主な原材料の生産者又は生産者団体等をいいます。（輸入品については、輸入業者）  

問5 記録■保管している（又は記録・保管しようと考えている）情報の、①仕入先からの伝達方法   

（又は予定している方法）②出荷先への伝達方法（又は予定している方法）について、①、②そ   

れぞれ該当する事項の□（互生三）にノを記入してください。（①、②それぞれ複数選択可）  

① 仕入先からの伝達方法  

［コ1紙による方法（伝票等）  

□ 2 包装資材への文字表示（仕入食品への表示）  
［コ 3 バーコードによる方法  

□ 4 二次元コードによる方法  

□ 5 電子タグ（ICタグ）による方法  

□ 6 その他  

② 出荷先への伝達方法  

□1紙による方法（伝票等）  
□ 2 包装資材への文字表示（出荷食品への表示）  
［］3 バーコードによる方法  

□ 4 二次元コードによる方法  

□ 5 電子タグ（ICタグ）による方法  

□ 6 その他   

問6 記録・保管している情報の一般消費者への開示（又は開示しようと考えている）状況（方法）   

について、該当する事項の□（王．生三）にノを記入してください。（複数選択可）  

□1インターネット上のホームページで蘭示  

□ 2 ラベル表示（紙）で開示  

□ 3 照会窓口を設け、電話・FAX・eメール等で開示  

□ 4 その他の方法で開示  

□ 5 開示はしていないが、照会があった場合は開示（注）  

□ 6 開示していない  
注： 「5 開示はしていないが、照会があった場合は開示」は、それ以外の選択肢との複数回答はでき  

ません。  
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間7、8については、  
「食品の安全性に関して予期せぬ問題が生じた」と仮定して、過去6  
製造した食品（製品）の原材料を対象にお答えください。  

問7 貴社が製造した食品（製品）の原材料の生産者等（注1）を早急に特定（遡及）する必要が生  

じた場合、貴社が記録・保管している情報（注2）や、仕入先等への問合せにより、その食品の  

原材料の生産者等を特定（遡及）（注3）することが可能ですか。ア、イそれぞれ該当する事項  

の□（」二⊇）に ノ を記入してください。  

コ  
原 材 料  

」  
ア 生鮮食品  イ 加工食品  

二‡｝［牽  ここに   

すべての原材料で特定（遡及）可能 1   □  

；「ロ  

ム三   

トー部の原材料で特定（遡及）可能  

ト 
特定（遡及）できるかわからない  Jのある方  

→間8へ  

Jのない方  
→質問は以上です。  

特定（遡及）は不可能  
一   

原材料として使用していない  
L】拙m  

注1  生産者等とは、生鮮食品については生産者（農業者、畜産業者、漁業者等）又は生産者  
団体等を、加工食品については主な原材料の生産者又は生産者団体等をいいます。（輸入  
品については、輸入業者）問8について同じ。   
記録・保管の手段は紙（伝票等）・コンピュータを問いません。  
特定（遡及）には、食品の包装資材等に表示（記載）された情幸酎こよる場合を除きます。  

問7で「すべて又は一部の食品で特定（遡及）可能」と回答した食品（ア生鮮食品、イ加工食品）  
についてお答えください。  

問8 生産者等を特定（遡及）するための手段について、ア、イそれぞれ該当する事項の□（土±   

三）に ノ を記入してください。（ア、イそれぞれ複数選択可）  

≠面面 1  

テ盲画面訂丁了京王蚕豆「                   】  

自社で記録・保管している情報（伝票等を含む）  

仕入先等への問い合わせ  

情報ネットワーク等へのアクセス   

その他の方法  4・   □  
■■■■■  

●
●
：
：
■
：
：
：
：
l
●
 
 

問2で、「1すべての食品に導入している」、「2 一部の食品に導入して  
いる」、「3 導入を予定している」、「4 導入を検討している」と回答し  
た方への質問は以上です。  
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問2で「5 導入する予定はない」又は「6 導入するかわからない」と回答した方にお聞きします。  

問9 トレーサビリテイ・システムの導入の必要性について、該当する事項のロ（ユ2）にノを  

記入してください。  

□1導入の必要性を感じている  

□ 2 導入の必要性を感じていない  

間10、11については、  
「食品の安全性に関して予期せぬ問題が生じた」と仮定して、過去6ケ月以内に  
製造した食品（製品）の原材料を対象にお答えください。  

問10 貴社が製造した食品（製品）の原材料の生産者等（注1）を早急に特定（遡及）する必要が生  

じた場合、貴社が記録・保管している情報（注2）や、仕入先等への問合せにより、その食品の  

原材料の生産者等を特定（遡及）（注3）することが可能ですか。ア、イそれぞれ該聾する事項  

の口（＿⊥⊇）にノを記入してください。  

原 材 料   ＼  

「テ盲嘉蚕豆1ン1百三蚕豆1   
［            ［  

・ご   →  すべての原材料で特定（遡及）可能1  
□ く 一・一一－一－ノー・一¶一トーー‥一－－トー  

二≡1   

ここに   

Jのある方  

→問11へ  

Jのない方  

→質問は以上です。   

2  □  □   

□   

□  

一部の原材料で特定（遡及）可能   
トー、一一・， ■  

特定（遡及）できるかわからない  
「■【′一〉一〉′一 

特定（遡及）は不可能  

廃材料として使用していない  
し一．【一▼′川【＿一一一一．一▼．一一  

ート  

3  
□   

′1一一′一 

4   ［］   

十一一  

一▼■   「   

5 ロ  
、一H一  

注1：生産者等とは、生鮮食品については生産者（農業者、畜産業者、漁業者等）又は生産  
者団体等を、加工食品については主な原材料の生産者又は生産者団体等をいいます。  
（輸入品については、輸入業者）問11について同じ。   

2：記録・保管の手段は紙（伝票等）・コンピュータを問いません。   
3：特定（遡及）には、食品の包装資材等に表示（記載）された情報による場合を除きます。  

間10で「すべて又は一部の食品で特定（遡及）可能」と回答した食品（ア生鮮食品、イ加工食品）  
についてお答えください。  

問11生産者等を特定（遡及）するための手段について、ア、イそれぞれ該当する事項のlコ（王±   

三）にノを記入してください。（ア、イそれぞれ複数選択可）  ‾  

L  ■「一    l＿l   ．トー    原  材  料 ト′．▲′．．】【一一．一．．，一▲′．【1」  
iア生鮮食品（ィ加工食品≦ 1  

1 ［コ     ロ  ！  自社で記録・保管している情報（伝票等を含む）  
トー・・－－¶一一一“ －■， 一 ，・－一  

L旦そ運筆±竺些り今空耳【一一，′．一  
情報ネットワーク等へのアクセス  

＝  

2  □  
」－一三一－－1  

」＿一   

□  

□ ！  その他の方法  

ご協力ありがとうございました。  
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指標コード   

局・取  
りまと  
めセン  
ターコ  
ード   

農林水産省  

平成17年度食品産業動向調査  

トレーサビリテイ・システムの導入・実施状況等の実態調査票  

（食 品 卸 売 業 者 用）   

この調査は、農林水産省が統計報告調整法第4条第1項の規定に基づき総務大臣の承認を  

受けた承認統計として実施するものです。   

また、この調査票は秘密扱いとし、統計以外の目的に使うことはありませんので、ありの  

ままを記入してください。  

注：「氏名」及び「電話番号」については、ご回答いただいた内容について照会等が必要な場合に使用しま  
す。  

☆ 上記の「氏名」と「電話番号」について記入してください。  

☆ 上記の企業名に誤りがありましたら、正しい名称に修正してください。  

☆ 調査票の記入に当たっては、黒又は青のボールペンではっきりと記入してください。  

☆ 本調査は、牛肉以外の食品を対象にお答えください。  

☆ 調査及び調査票の記入に当たって、不明な点等がありましたら、下記「問合せ先」に   

お問合せください。  
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貴社において、支社、支店、営業所、店舗等を持つ場合は、企業全体に  
おける平成18年1月1日現在の状況や意向等についてお答えください。  

問1平成18年1月1日現在の従業者数（常用雇用者）（注）について、該当する事項の□（＿⊥⊇）  

にノを記入してください。  

□10～4人  

口 2 5～9人  

口 3 10～19人  

ロ 4 20～49人  

口 5 50～99人  

口 6 100人以上  
ボ  

注：常用雇用者とは、期間を定めずに雇用されている人、若しくは1か月を超える期間を  
定めて雇用されている人をいいます。  

本調壬におけるトレーサビリテイ・システムとは  

卸売した食品が、いつ、どこから仕入れ、いつ、どこへ卸売したのか荷姿  
（ロット等）により特定できることを本調査ではトレーサビリテイ・シス  

テムが導入されていると定義します。  

問2 平成18年1月1日現在の貴社におけるトレーサビリテイ・システムの導入状況について、   

該当する事項の□（＿⊥⊇）に・Jを記入してください。  

□1すべての食品に導入している  

□ 2 一部の食品に導入している  

□ 3 導入を予定している（システムの構築等に着手）  

□ 4 導入を検討している  

□ 5 導入する予定はない  

ロ 6 導入するかわからない  

1～4の方⇒問3へ  

5、6の方⇒問9へ  
（間3～間8は回答の  
必要はありません）  

問3 貴社が卸売する際に、ロットを形成するために用いる（又は用いようと考えている）単位  

について、ア、イそれぞれ該当する事項のロ（すべて）に  

（ア、イそれぞれ複数選択可）  

Jを記入してください。  

l 

て 

4   □  

イ 加工食品   

卜＝・∴∴・．・．い．r・・．．、・－．∴・・．．．1・．  
ト・言．こ・．．：・  

」
 
 
」
 
」
 
 

伝言話哀壷左石五盲高音示盲云占有盲這  
L「＿．  

輸配送業者、パレット、ダンボール箱等の単位  

5j  □   

ご「【▲云  

－   ⊂  
、」¶一  

－：．‾ 二 ‥．． ＿  

取扱いがない（卸売していない）  
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問4 トレーサビリテイ・システムで、（D記録・保管している（又は記録・保管しようと考えて  

いる）情報の内容、②記録・保管している情報のうち、出荷先に提供している（又は提供し  

ようと考えている）情報について、①、②それぞれ該当する事項の□（すべて）に、／を記  

入してください。（（D、②それぞれ複数選択可）  

十こ  
∴ て∴．・．ニ 

防除・施肥履歴等）1   ロ  T「■‾臼  栽培管理情  報（生鮮食品の栽培状況  

ニコニ  ロ  製造過程情報（加工食品）  

生産者等（注）の名称  

仕入年月日  

3  ロ  

ロ  

ロ  仕入先名  

6   口  仕入数量  

ロット番号  

出荷年月日  

出荷先名  

出荷数量  

輸配送情報  

7  ロ    8 9  ロ     ロ    10  ロ    皿  ロ  ⊥    12  ロ〉′  ロ  

加工食．冒，に一「  

その他の情報  

雇   （農業者、畜産業者、漁業者等）又は生産者団体等を  生産者等とは、生鮮食品について  
いては主な原材料の生産者又は生産者団体等をいいます。（輸入品については、輸入業者）   

問5 記録・保管している（又は記録・保管しようと考えている）情報の、①仕入先からの伝達  

方法（又は予定している方法）②出荷先への伝達方法（又は予定している方法）について、   

（D、②それぞれ該当する事項の□（すべて）にノを記入してください。   

（（D、②それぞれ複数選択可）   

（D 仕入先からの伝達方法  

ロ1紙による方法（伝票等）  
ロ 2 包装資材への文字表示（仕入食品への表示）  
ロ 3 バーコードによる方法  

ロ 4 二次元コ⊥ドによる方法  

ロ 5 電子タグ（ICタグ）による方法  

ロ 6 その他   

② 出荷先への伝達方法  

ロ1紙による方法（伝票等）  
ロ 2 包装資材への文字表示（出荷食品への表示）  
ロ 3 バーコードによる方法  

ロ 4 二次元コードによる方法  

ロ 5 電子タグ（ICタグ）による方法  

ロ 6 その他   

問6 記録・保管している情報の一般消費者への開示（又は開示しようと考えている）状況（方   
法）について、該当する事項の□（宣±三）にノを記入してください。（複数選択可）  

ロ1インターネット上のホームページで開示  

ロ 2 ラベル表示（紙）で開示  

ロ 3 照会窓口を設け、電話・FAX・eメール等で開示  

ロ 4 その他の方法で開示  
ロ 5 開示はしていないが、照会があった場合は開示（注）  

ロ 6 開示していない  
注：「5 開示はしていないが、照会があった場合は開示」は、それ以外の選択肢との複数回答は  
できません。  

－118－   



間7、8については、  
「食品の安全性に関して予期せぬ問題が生じた」と仮定して、過去6ケ月以内に  
卸売した食品を対象にお答えください。  

問7 貴社が卸売した食品の生産者等（注1）を早急に特定（遡及）する必要が生じた場合、貴社   

が記録・保管している情報（注2）や、仕入先等への問合せにより、その食品の生産者等を特   

定（遡及）（注3）することが可能ですか。ア、イそれぞれ該当する事項の□（⊥2）にJ  
を記入してください。  

、  「▼、【¶「▲‖1  

ア生鮮食品イ加工食品  

すべての食品で特定（遡及）可能   

一部の食品で特定（遡及）可能   

三特定（遡及）できるかわからない   

特定（遡及）は不可能  
「 ′′ ′“′【＋「▼ 岬  

取扱いがない（卸売していない）  

「
針
 

J
【
 
、
 
 
 
 
 
 
¶
 
 

□  

□  〒、7   
ここに   

Jのある方  

十 一→問8へ  

Jのない方  

－→質問は以上です。   

＝
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
‥
 
 
 
 
 
こ
 
 

¶仙」  「．」  ▼  
計「互恵者専打堕蘇蚕岳百ろt而ま重商者て窟葉音∴盲直葉音：演奏者奪γ東面至産着画商  
等を、加工食品については主な原材料の生産者又は生産者団体等をいいます。（輸入品につい  

ては、輸入業者）問8について同じ。   

2：記録・保管の手段は紙（伝票等）・コンピュータを問いません。   

3：特定（遡及）には、食品の包装資材等に表示（記載）された情報による場合を除きます。   

問7で「すべて又は一部の食品で特定（遡及）可能」と回答した食品（ア生鮮食品、イ加工食品）  
についてお答えください。  

間8 生産者等を特定（遡及）するための手段について、ア、イそれぞれ該当する事項の□（壬  
生工）にノを記入してください。（ア、イそれぞれ複数選択可）  

「   

′「1  

ア生鮮食品  ■イ 加工食品  

1   □  口  

！ 
□  十－1 3  

自社で記録・保管している情報（伝票等を含む）  

仕入先等への問い合わせ  
ト ー   ーー    ー          ・  、    －  

□  □  

一〉、′」－r、¶－－－ト≠一【〈‥一一一」  

「′．′． J ．  

情報ネットワーク等へのアクセス   

その他の方法   

●
●
：
＝
：
＝
＝
：
；
●
 
 
 

問2で、「1すべての食品に導入している」、「2 一部の食品に導入して  
いる」、「3 導入を予定している」、「4 導入を検討している」と回答し  
た方への質問は以上です。  

ー119一  



問2で「5 導入する予定はない」又は「6 導入するかわからない」と回答した方にお聞きします。  

問9 トレーサビリテイ・システムの導入の必要性について、該当する事項の□（＿⊥⊇）に ノ  
を記入してください。  

□1導入の必要性を感じている  

□ 2 導入の必要性を感じていない  

間10、11については、  
「食品の安全性に関して予期せぬ問題が生じた」と仮定して、過去6ケ月以内に  
卸売した食品を対象にお答えください。  

問10 貴社が卸売した食品の生産者等（注1）を早急に特定（遡及）する必要が生じた場合、貴社  
が記録・保管している情報（注2）や、仕入先等への問合せにより、その食品の生産者等を特  

定（遡及）（注3）することが可能ですか。ア、イそれぞれ該当する事項の□（ユニ2）に イ  

を記入してください。  

巨鮮食品  イ 加工食品  

□   □  

□  □  

□  □  

□   □   

□   □   

すべての食品で特定（遡及）可能  

［可   
ここに   

Jのある方  
→間11ヘ  

ノのない方  

→質問は以上です。   

一部の食品で特定（遡及）可能  

特定（遡及）できるかわからない   

特定（遡及）は不可能  

取扱いがない（卸売していない）  
一‾、‾ 

蓮うi有産者等と  （農業者、畜産業者、漁業者等）又は生産者   は、生鮮食品について  
団体等を、加工食品については主な原材料の生産者又は生産者団体等をいいます。（輸入   
品については、輸入業者）問11について同じ。  
2：記録・保管の手段は紙（伝票等）・コンピュータを問いません。  
3：特定（遡及）には、食品の包装資材等に表示（記載）された情報による場合を除きます。  

問10で「すべて又は一部の食品で特定（遡及）可能」と回答した食品（ア生鮮食品、イ加工食品）  
についてお答えください。  

問11生産者等を特定（遡及）するための手段について、ア、イそれぞれ該当する事項の□（土   
±工）に ノ を記入してください。（ア、イそれぞれ複数選択可）  

ア生鮮食品  イ 加工食品  

室等を含む）  1   □  

2   □  

3  □    4  □  

自社で記録・保管している情報  

仕入先等への問い合わせ  

情報ネットワーク等へのアクセス  

その他の方法  

ご協力ありがとうございました。  
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指標コード   

局・取  
りまと  従  
めセン  
クーコ  

＝コ  

ード   

農林水産省  

平成17年度食品産業動向調査  

トレーサビリテイ・システムの導入・実施状況等の実態調査票  

（食 品 小 売 業 者 用）   

この調査は、農林水産省が統計報告調整法第4条第1項の規定に基づき総務大臣の承認を  

受けた承認統計として実施するものです。   

また、この調査票は秘密扱いとし、統計以外の目的に使うことはありませんので、ありの  

ままを記入してください。  

注：「氏名」及び「電話番号」については、ご回答いただいた内容について照会等が必要な場合に使用しま  

す。  

☆ 上記の「氏名」と「電話番号」について記入してください。  
■
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
 
 

☆ 上記の企業名に誤りがありましたら、正しい名称に修正してください。  

☆ 調査票の記入に当たっては、黒又は青のボールペンではっきりと記入してください。  

☆ 本調査は、牛肉以外の食品を対象にお答えください。  

☆ 調査及び調査票の記入に当たって、不明な点等がありましたら、下記「問合せ先」に  

冨 お問合せください。  
l■一■■・－■■■■●－－■■■■●－－－■●－■・－－■■■■－－t－－－・一一－－－・・－－－・－－－・－－－－－－－－－－－・－・－－■－■＝一一－－－－－－・■－－－・一一－・－－－一一一一－－－－－－－－－・・－－－－－・－・一－－－・－－■－－－－・－・－・－－－  
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貴社において、支社、支店、営業所、店舗等を持つ場合は、企業全体に  
おける平成18年1月1日現在の状況や意向等についてお答えください。．  

問1 平成18年1月1日現在の従業者数（常用雇用者（注1）＋有給役員（注2））について、該当す  

る事項の□（＿ロ）にノを記入してください。  

□10～4人  口 4 20～49人  
口 2 5～9人  口 5 50～99人  
口 310～19人  口 6100人以上  

注1：常用雇用者とは、期間を定めずに雇用されている人、もしくは1か月を超える期間を定めて  
雇用されている人をいいます。  

注2：有給役員とは、役員報酬を得ている人をいいます。  

木調茸におけるトレーサビリテイ・システムとは  

小売した食品が、いつ、どこから仕入れたものか荷姿（ロット等）  
により特定できることを本調査ではトレーサビリテイ・システムが  

導入されていると定義します。  

問2 平成18年1月1日現在の貴社におけるトレーサビリティーシステムの導入状況について、該  

当する事項の□（＿ロ）に イ を記入してください。  

□1すべての食品に導入している  

□ 2 一部の食品に導入している  

□ 3 導入を予定している（システムの構築等に着手）  

□ 4 導入を検討している  

□ 5 導入する予定はない  

□ 6 導入するかわからない  

1～4の方＝〉問3へ  

5、6の方⇒問9へ  

（間3～問8は回答の  
必要はありません）  

問3 貴社が小売している食品を識別するために用いる（又は用いようと考えている）単位につい  

て、ア、イそれぞれ該当する事項の□（すべて）にノを記入してください。（ア、イそれぞ  

れ複数選択可）  

ィ加工食品  

□  

■                ，  

年月日、製造年月日等の目付単位  

輸由送業者、パレット 、ダンボール箱等の単位  
仁一〟－  

4  その他の単位  

特に定めていない  

▲  ■     ▼ 、  

5   口  

6  
ヽ                              ヽ                                                      ■▲ ‾  

□  取扱いがない（小売していない）  
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問4トレーサビリテイ・システムで記録・保管している（又は記録‥保管しようと考えている）   

情報の内容について、該当する事項の□（宣±三）にイを記入してください。（複数選択  

可）  

□1栽培管理情報（生鮮食品の栽培状況、防除・施肥履歴等）  

□2 生産者等（注）の名称（生鮮食品）  

⊂】3 製造過程情報（加工食品）  

□4 原材料の生産者等（注）の名称（加工食品）  

□5 仕入年月日  

ロ6 仕入先名  

□7 仕入数量  

□8 ロット番号  

□ 9 保存方法  

ロ10 小売年月日  

□11輸配送情報  

□12 その他の情報  

注：生産者等とは、生鮮食品については生産者（農業者、畜産業者、漁業者等）又は生産者団体等を、加工   
食品については主な原材料の生産者又は生産者団体等をいいます。（輸入品については、輸入業者）  

問5 記録・保管している（又は記録・保管しようと考えている）情報の、仕入先からの伝達方  

法（又は予定している方法）について、該当する事項の□（すべて）に ∨ を記入してくだ   

さい。（複■数選択可）  

□1紙による方法（伝票等）  

□2 包装資材への文字表示（仕入・小売食品への表示）  

□3 バーコードによる方法  

□4 二次元コードによる方法  

□5 電子タグ（ICタグ）による方法  

□6 その他  

問6 記録・保管している情報の一般消費者への開示（又は考えている）状況（方法）について、   

該当する事項の□（壬生三）に ∨ を記入してください。（複数選択可）  

□1タッチパネルで開示  

□2 インターーネット上のホームページ車間示  

□3 店頭表示やラベル表示（紙）で開示  

□4 照会窓口を設け、電話・FAX・eメール等で開示  

□5 その他の方法で開示  

□6 開示はしていないが、照会があった場合は開示（注）  

ロ7 開示していない  

注：「5 開示はしていないが、照会があった場合は開示」は、それ以外の選択肢との複数回答は  
できません。  
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間7以降は、貴社における「＊生産段階への遡及システム（仕組み）」への取組  
状況等についてお答えください。  

＊ 生産段階への遡及システム（仕組み）とは、貴社が記録・保管している情報（パソコンのデー   
タ・仕入れ記録・納品書など記録の手段は、紙・コンピュータを問いません。）や、その情報   
を基にした流通段階や製造・加工段階への問合わせ等（電話、FAX、eメール、情報ネット   
ワーク等へのアクセス等）により、生産者等を特定（遡及）できる仕組みをいいます。  

問7 平成18年1月1日現在で、貴社が過去6ケ月間（平成17年7月～12月）に小売した食品に  

ついて、その生産者等（注1）を早急に特定（遡及）する必要が生じた場合、貴社が記録・保  

管している情報（注2）や、仕入先への問合せ等により、その食品の生産者等を特定（遡及）   

（注3）することが可能ですか。ア、イそれぞれ該当する事項の□（ユ⊇）にノを記入して  

ください。  

すべての食品で特定（遡及）可能  

［⇒問8へ  
一部の食品で特定（遡及）可能  

特定（遡及）できるかわからない  
ア、イ両方とも  
こちらにノがあ  

る方   
特定（遡及）は不可能  

取扱いがない（小売していない）   

生産者等とは、生鮮食品については生産者（農業者、畜産業者、漁業者等）又は生産者団体  
等を、加工食品については主な原材料の生産者又は生産者団体等をいいます。（輸入品につい  
ては、輸入業者）問8について同じ。   
記録・保管の手段は紙（伝票等）・コンピュータを問いません。   
特定（遡及）には、食品の包装資材等に表示（記載）された情報による場合を除きます。  

問7で「すべて又は一部の食品で特定（遡及）可能」と回答した食品（ア生鮮食品、イ加工食品）  
についてお答えください。  

問8 生産者等を特定（遡及）するための手段について、ア、イそれぞれ該当する事項の［］（壬   

生三）にノを記入してください。（ア、イそれぞれ複数選択可）  

7   ∴ニー  イ  
「▼＿【．．＿．．．＿＿〈【▼〉．」▼仙  

自社で記録・保管している情報（仕入れ記録・納品書も含む）1   □  

u「仙  

2  □  仕入先等への問い合わせ  

「  
情報ネットワーク等へのアクセス  

4   □  

室間12へ室  
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問2で「5 導入する予定はない」又は「6 導入するかわからない」と回答した方にお聞きL．ます。  

問9 トレーサビリテイ・システムの導入の必要性について、該当する事項の□（ユ＿⊇）にJ  

を記入してください。  

□1導入の必要性を感じている  

□ 2 導入の必要性を感じていない   

間10以降は、貴社における「＊生産段階への遡及システム（仕組み）」1への  

取組状況等についてお答えください。  

＊生産段階への遡及システム（仕組み）とは、貴社が記録・保管している情報（パソコンのデー   
タ・仕入れ記録・納品書など記録の手段は、紙・コンピュータを問いません。）や、その情報   
を基にした流通段階や製造・加工段階への問合わせ等（電話、FAX、eメール、情報ネット   
ワーク等へのアクセス等）により、生産者等を特定（遡及）できる仕組みをいいます。  

問10 平成柑年1月1日現在で、貴社が過去6ケ月間（平成17年7月～12月）に小売した食品に  

ついて、その生産者等（注1）を早急に特定（遡及）する必要が生じた場合、貴社が記録・保  

管している情報（注2）や、仕入先への問合せ等により、その食品の生産者等を特定（遡及）   

（注3）することが可能ですか。ア、イそれぞれ該当する事項の□（1⊇）にイを記入して  

ください。  

】 乙竺竺至旦．▼」1空三軍些  

□     ＝  

2   □  

すべての食品で特定（遡及）可能   

一部の食品で特定（遡及）可能   

特定（遡及）できるかわからない  

へ
 
 

〉
 
 

［
 
 

【√‾   
「  

′′「一一・ 、 ・－一－－⊥   

＿ 」」一旦M ア、イ両方とも  

「高石遍云盲宗議  

「ニニ＝二∴Tニ三丁  

ちらにノがあ  
4; □  

「‾  

へ
 
 
 

3
 
 
 

問
 
〉
 
 
 

い）  □  
【′  

取扱いがない（小売していな  

畜産奏者丁諌葉音奪う   藷TT垂直者専官庁こ  又は生産者団体   については生産者（農業者、  
等を、加工食品については主な原材料の生産者又は生産者団体等をいいます。（輸入品につい  
ては、輸入業者）間11について同じ。  

2：記録・保管の手段は紙（伝票等）・コンピュータを問いません。  
3：特定（遡及）には、食品の包装資材等に表示（記載）された情報による場合を除きます。  

問10で「すべて又は一部の食品で特定（遡及）可能」と回答した食品（ア生鮮食品、イ加工食品）  
についてお答えください。  

問11生産者等を特定（遡及）するための手段について、ア、イそれぞれ該当する事項の□（圭  

づて）にイを記入してください。（ア、イそれぞれ複数選択可）   

ア‾‾lノ  

＿  

加工食品  
「  

自社で記録・保管している情報（仕入れ記録・納品書も含む）  

〟′′「、〝  
2  □  

一  仁  

一′  

□  仕入先等への問い合わせ  

一   口  

」一一【旦＿   

情報ネットワーク等へのアクセス  

その他の方法  
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問8又は問11を回答した方にお聞きします。  

問12 ① 平成17年1月～12月に取扱った品目（小売）、  

② 生産者等（注1）の特定（遡及）（注2）が可能な品目（平成17年1月～12月の販売総額の  

おおむね50％以上が特定可能な品目）、  

③ 「②」で可能と回答した品目の特定（遡及）に要すると思われる時間  

について、それぞれ該当する事項のロにノを記入してください。  

7ページにつづく  
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問12 つづき  

原材料の生産者又は生産者団体等をいいます。（輸入品については、輸入業者）  
2：特定（遡及）には、食品の包装資材等に表示（記載）された情報による場合を除きます。  

ご協力ありがとうございました。  

－127－   



問7で「ア、イ両方とも3・～5に ノ がある方」又は問10で「ア、イ両方とも3～5  
に ノ がある方」にお聞きします。  

問13 平成17年1月～12月に取扱った品目（小売）の□に ノ を記入してください。  

ご協力ありがとうございました。  
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指標コード   

局・取  
りまと  市区   
客体番号  めセン  町村   
クーコ  
ード   農林水産省  

平成17年度食品産業動向調査  

トレーサビリテイ・システムの導入一実施状況等の実態調査票  
（農 業 協 同 組 合 用）  

この調査は、農林水産省が統計報告調整法第4条第1項の規定に基づき総務大臣の承認を  

けた承認統計として実施するものです。  

また、この調査票は秘密扱いとし、統計以外の目的に使うことはありませんので、ありの  

まを記入してください。  

注ニ  「氏名」及び「電話番号」については、ご回答いただいた内容について照会等が必要な場合に使用しま  

す。  

●  

☆ 上記の「氏名」と「電話番号」について記入してください。  

☆ 上記の企業名に誤りがありましたら、正しい名称に修正してください。  

☆ 調査票の記入に当たっては、黒又は青のボールペンではっきりと記入してください。  

☆ 本調査は、牛肉以外の食品を対象にお答えください。  

☆ 調査及び調査票の記入に当たって、不明な点等がありましたら、下記「問合せ先」   

お問合せください。  
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以下設問については、貴組合（支所・支店を含む）における、平成18年1月1日現在の状況  

ついてお答えください。  

問1①貴組合で集出荷している品目（食品）、②栽培管理情報（注）の記録・保管状況（ユ＿2選択）、③出荷先に   

提供している情報の内容（盈数選択可）について、①から③のそれぞれ該当する事項の□に ノ を記入してくだ  
さい。  

出荷先に提供している情報の内容  

注：栽培管理情報とは栽培状況（品種名、産地名、は種■収穫日等）、防除履歴（薬剤名、施用日、散布量等）、施肥履歴（資材名、施用日、  
施用量等）等の情報をいいます。  
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問2 問1の③で選択した情報を出荷先に提供している手段について、該当する事項の□   

（壬生三）にイを記入してください。（複数選択可）  

謹嘉「悪霊訂言莞宕丁貰慧訂言語票1  栽培管理情報  

．．・．・べ‥l  連絡先年月日 者番号  用の番号  
や記号）   

▼  
衰膏頭面「防画面褒  
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日
量
等
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布
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施
散
 
 
 

名
名
・
日
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用
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」
 
」
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±
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E
一
口
七
 
十
≠
ト
 
 
 

‰
 
 

D
‰
ロ
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紙による方法（伝票等）  

包装資材への文字表示   21 

【 ′】＋  ‾‾h▼－ 一「  

口
元
 
 

⊥
 
 

□
口
山
口
口
 
 

データべノ1－コードの添付  3  

」  
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トースサー   

バー等へ  

【蒜情報登  

∴－  

●－－－  
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「石丁昌」 1  
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eメール等  6［コ  

ロ 「
計
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ホームページへの  
口
 
 

斗
十
針
⊥
 
 

□
 
 
 
 
 
呂
 

・
 
 」＿．旦【＿．」旦＿」  

問3 貴組合で出荷の際に、ロットを形成するために用いる単位について、該当する事項  

の□（すべて）にノを記入してください。（複数選択可）  

．．．＝．＿＿．∴．－．．√・、．．∴∴・ 「   
等の日付単位  品 目  

」
 

「
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亘
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山
口
ロ
ロ
□
盲
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□
 
 

・Tニ   ー 
′  十  
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□
首
 
 

r、一‘ムー】  ＋【  

＼  ［］  ロ
□
』
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】
 
 

」
↑
 
 

野菜類  3  

果樹類   4  

豆 類  5  

その他  6  

」   十
」
 
 「  
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問4 「問3で選択した単位」で形成されたロットは、生産者から提出された受入記録と対応付  

け（注）できますか。該当する事項の□（ユニ≧）に ノ を記入してください。  

口1すべての品目（食品）で対応付けできる  

□2 一部の品目（食品）で対応付けできる  

□3 対応付けできない  

注：「対応付けできる」とは、当該ロットの品目（食品）は、どの生産者が  
いつ出荷したものであるかを特定できることをいいます。  

間5 記録・保管している栽培管理情報の一般消費者への開示状況（方法）について、該当する   

事項の□（壬生工）にノを記入してください。（複数選択可）  

ロ1インターネット上のホームページで開示  

□2 出荷品目（食品）へのラベル表示で開示  

□3 照会窓口を設け、電話・FAX・eメール等で開示  

□4 その他の方法で開示  

□5 開示はしていないが、照会があった場合は開示（注）  

□6 開示していない  

注：「5 開示はしていないが、照会があった場合は開示」は、  
それ以外の選択肢との複数回答はできません。  

ご協力ありがとうございました。  
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